





















アルバム』（トプカプ宮殿図書館H. 2152, H. 
2153, H. 2154, H. 2160）や『ディーツ・アル




























































































































の聖職者」（H. 2153, fol. 106b）【図５】は、紙本着色、サイズは27.9×18.9cm で、二人の立ち姿
を描いている点では「二羅漢図」と似ているが、やはり筆遣いや衣服の輪郭線や衣紋線等が異な
る。いずれもスィヤー・カラムへのアトリビューションがあるものの、「二羅漢図」とは相違が
【図３】　スィヤー・カラム帰属「馬のいけにえ」（14世紀？、トプカプ宮殿図書館 H. 2153, fol. 40b）
【図４】 スィヤー・カラム帰属「二匹の鬼」（14






































【図3-1】 H. 2153, fol. 40b の部分図 
（スィヤー・カラムへの帰属）
【図4-1】 H. 2153, fol. 34b の部分図 
（スィヤー・カラムへの帰属）






















【図６】 「四仙図」（15世紀前半、ベルリン国立図書館 右「寒山拾得」Diez A, 















































































る（23）。Roxburgh も Gray と Sugimura を継承しており（24）、Soucek についても先述の通りである。
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